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印西大師 手引鏡（明治4年）掲載札所の番号付定について 
 

手引鏡（明治4年3月「印西大師 印西八十八ヶ所手引鏡」斎藤正巳家所蔵文書 印旛村史 近代資

料集Ⅱ所収）に掲載されている札所について、便宜的に整理番号を付しました。 

まず、現在の印西大師第1番から第89番の番号のついた札所については、そのまま第1番から第

89番を付定しました。 

次に、手引鏡に△印で表示されている掛所（番外札所）については、和泉新田・真常寺を第101

番とし、以下手引鏡の巡拝順に付定し、最後は亀成・東光院で第172番としました。 

手引鏡では「掛所 七十一ヶ所」との記載がありますが、これは付定した整理番号第101～172

番の番外札所のうち第140番は、第24番の願定院の境内にあったため別の霊場としてカウントしな

かったのではないかと考えられます。 

さらに、手引鏡で遷座済みの旧第13番の師戸・城ノ内堂（観音堂）は第173番、旧第38番の平

賀・離島（花島山）は第174番、旧第77番の砂田・虚空蔵堂は第175番、旧第77番の白井新田・観

音堂跡は第176番、旧第82番の笠神・原ノ堂は第177番を付定しました。また遷座が決まるも遷座

されなかった「仲村」を第178番としました。なお同様に遷座が決まるも遷座されなかった「発

作」は△印で表示されている掛所（番外札所）として第171番を付しています。 

なお、「印旛村史 近代資料集Ⅱ」に収められている明治4年3月「印西大師 印西八十八ヶ所手引

鏡」（斎藤正巳家所蔵文書）を掲載しましたが、他の書籍には、例えば、第7番 木下「かねこのと

う（金戸の弥陀堂）」が、「かねとのとう（金戸ノ堂）」と、番外 山田「むかいほふ（迎坊）」が

「むかいほう（向坊）」とあるなど、微妙に異なる記載が見受けられますが、大きな違いではない

ので、原則的に印旛村史 近代資料集Ⅱの記載を優先して使用しました。 
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